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黒毛和種の産肉能力検定成績（2022 年度）

関屋万里生・渡部一弥・今野紗知・高橋ひろの

要　　約

　種雄牛候補選抜のため，公益社団法人全国和牛登録協会が規定する検定法に基づき各種検定を実施し

た．

１　直接検定

　華百合久（血統：松糸華×百合茂×安福久），華福（松糸華×美国桜×百合茂），国久桜（隆之国×勝

忠平×安福久），第７宝６４８（諒太郎×百合茂×安福久）の４頭の検定を実施 . １日平均増体量は，

国久桜の 1.54 kg が最大であった .

２　現場後代検定

　勝優久（勝忠平×安福久×金幸）について後代検定調査牛 17 頭の枝肉調査を実施 . 各枝肉項目の平

均は，枝肉重量 519. 9 kg，ロース芯面積 65.2 cm2，バラ厚 8.4 cm，皮下脂肪厚 3.0 cm，歩留基準値

74.3，BMS№ 9.4 であり，枝肉重量および BMS№は歴代の検定種雄牛で最高の成績であった .

　（2）検定方法

　　 　登録協会が定める産肉能力検定（直接検定

法）（2017）に準じ，次のとおり実施した．

　１）検定場所

　　 　秋田県畜産試験場（秋田県大仙市神宮寺）

の肉牛検定牛舎で実施した．

　２）検定期間

　　 　各検定牛の検定期間は，規定に従い開始日

から終了日までを 16 週間（112 日間）とし

実施した．検定開始前には 20 日間の予備飼

育を行った．

　３）給与飼料

　　 　濃厚飼料は直接検定用飼料で，配合割合を

表２に示す．濃厚飼料は体重比で概ね 1.0 ～

1.3% を１日の給与量とし，朝夕２回に分け

て給与した．粗飼料は購入チモシーをカット

し不断給与した．飲水は自由とした．

　４）検定調査項目

　　①体重測定

　　　 　体重は開始時および２週間ごとに測定し

緒　　言

　県内における黒毛和種の改良推進のため，高い

産肉能力を持つ種雄牛の造成が重要である．秋田

県では，昭和 59 年から，公益社団法人全国和牛

登録協会（登録協会）が規定する各種産肉能力検

定法により種雄牛を選抜し，多くの県有種雄牛を

造成してきた．2022 年度は，直接検定法により

４頭、現場後代検定法により１頭の種雄牛候補に

ついて検定を実施した．

材料および方法

１．直接検定

　（1）検定牛

　　 　検定牛の概要を表１に示す．これらの検定

牛は，県内において脂肪交雑の育種価が上位

である繁殖雌牛の雄産子の中から，産子調査

により選抜された .

　　 　また，華百合久は秋田県固有の雌系統であ

る ｢ふくはな５｣ 系，華福は同じく ｢第７ふ

くしけ｣ 系から造成された検定牛であった .
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た．

　　②体型測定

　　　 　体高，十字部高，体長，胸囲，胸幅，胸深，

尻長，腰角幅，かん幅，坐骨幅の 10 部位

を開始時および４週間ごとに測定した．

　　③体型審査

　　　 　開始時および終了時に実施した．

　　④飼料摂取量

　　　 　濃厚飼料と粗飼料に区分して給与量と残

飼量を毎日記録し，これらから飼料摂取

量，余剰飼料摂取量，TDN および CP の

摂取量を算出した．

２．現場後代検定

　（1）検定種雄牛

　　 　検定種雄牛の概要を表３に示す．この検定

種雄牛は 2017 年度に実施した産肉能力検定

（直接検定法）において選抜された候補種雄

牛であった．

　（2）検定調査牛

　　 　当場および県内の繁殖農家などが飼育する

雌牛に，検定種雄牛の凍結精液を用いて調整

交配を行い，それらの産子を検定調査牛とし

た .

　（3）検定方法

　　 　登録協会が定める産肉能力検定（現場後代

検定法）に準じ，次のとおり実施した．

　１）肥育期間

　　　 　肥育開始月齢は 13 ヵ月齢未満とし，肥

育終了月齢は去勢牛で 29 ヵ月齢未満，雌

牛で 32ヵ月齢未満とした．

　２）検定場所および後代検定調査牛の頭数

　　　 　後代検定調査牛を肥育した検定農場およ

び頭数を表４に示す．

　３）飼養管理

　　　 　各検定農場の肥育方法で飼養管理を行っ

た．当場の検定飼料は次のとおり．

　　　・ 濃厚飼料：肥育前期用（和牛肥育用，

日清丸紅飼料（株），TDN 69.0％以上，

CP 15.0％以上），肥育後期用（和牛仕上

用，日清丸紅飼料（株），TDN 72.0％以

上，CP 12.5％以上）

　　　・ 粗飼料：オーチャードグラス（１番草，

出穂期，当場産），稲わら

表２　直接検定用濃厚飼料の配合割合(重量比:％)

とうも
ろこし

とうもろ
こし圧扁

ふすま
脱脂

米ぬか
大豆粕

アルファル
ファミール

コーン
GF 糖蜜 食塩 ミネラル

カルシ
ウム剤

ビタミン
ADE剤 CP TDN

5.7 30.0 28.0 3.7 9.6 5.0 15.0 1.0 0.5 0.03 1.38 0.09 15.5 70.0

表１　直接検定を実施した検定牛の概要

父 母父 母母父

華百合久 R3.3.1 松糸華 百合茂 安福久 由利本荘市

華福 R3.5.1 松糸華 美国桜 百合茂 大仙市

国久桜 R3.9.30 隆之国 勝忠平 安福久 にかほ市

第７宝６４８ R3.10.3 諒太郎 百合茂 安福久 秋田市

名号 生年月日
血統

産地
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　４）検定調査項目

　　①枝肉成績

　　　 　公益社団法人日本食肉格付協会の格付員

により評価された６形質（枝肉重量，ロー

ス芯面積，バラ厚，皮下脂肪厚，歩留基準

値，BMS No.）の記録を使用した．

　　②筋間脂肪部位の脂肪酸割合

　　　 　枝肉確認時に冷凍庫内で，食肉脂質測定

装置（S-7040，（株）相馬光学，東京）を

使用し，第 6-7 肋骨間切開面の筋間脂肪部

位の一価不飽和脂肪酸（MUFA），飽和脂

肪酸（SFA）およびオレイン酸（C18:1）

を測定した．

結果および考察

１　直接検定

　（1）発育成績

　　 　各検定牛の直接検定成績を表５に示す .

　　 　検定終了時の体高は，国久桜の 123.2 cm

が最小，華福の 127.0 cm が最大であり，い

ずれの検定牛も登録協会が示す黒毛和種種雄

牛の発育推定値の平均を大きく上回った．

　　 　１日平均増体量は，華百合久および華福の

1.18 kg が最小，国久桜の 1.54 kg が最大で，

増体についても十分な成績であった．

　（2）体型審査

　　 　各検定牛の検定終了時の体型審査結果を表

６に示す．

　　 　国久桜については，栄養度が７と過肥であっ

表４　現場後代検定の検定農場および検定調査牛の頭数

農場名 所在地 去勢 雌 計

秋田県畜産試験場 大仙市 2 2

秋田県農業公社 大仙市 2 2

A農場 鹿角市 1 1

B農場 鹿角市 1 1 2

C農場 秋田市 1 1

D農場 由利本荘市 2 1 3

E農場 由利本荘市 1 1

F農場 美郷町 1 1

G農場 仙北市 1 3 4

9農場 計 11 6 17

検定調査牛頭数検定農場

表３　現場後代検定を実施した検定種雄牛の概要

父 母父 母母父
1日平均
増体量 得点

勝優久 黒原6176 H28.10.3 勝忠平 安福久 金幸 1.32 83.4

血統 直接検定成績
名号 登録番号 生年月日
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たものの，均称，品位，資質に優れた体型で

あり，審査得点は４頭の中で最高の 84.9 点

であった．

　　 　華百合久および華福については前軀の良さ

が美点に挙げられ，ともに父牛の松糸華の美

点を受け継いだ体型であった．

２．現場後代検定

　（1）枝肉成績

　　 　検定調査牛個々の枝肉成績，全頭平均およ

び性別平均を表７に示す．

　　 　勝優久の後代検定は，去勢 11 頭，雌 6頭

の計 17 頭で終了し，平均枝肉重量が 519.9 

kg，ロース芯面積が 65.2 cm2，バラ厚が 8.4 

cm，皮下脂肪厚が 3.0 cm，歩留基準値が

74.3，BMSNo. が 9.4 であった．

　　 　全体の平均枝肉重量および BMSNo. につ

いては，秋田県におけるこれまでの検定種雄

牛の中で最も良い結果であった．

　（2）出荷月齢および脂肪酸割合

　　 　検定調査牛およびそれらと同時期（令和４

年４月から同年 10 月まで）にと畜された県

内産の黒毛和種肥育牛 1,187 頭の出荷月齢と

脂肪酸割合を表８に示す．なお，検定調査牛

については，17 頭のうち去勢 1頭の脂肪酸

が測定不能であったため，ここでは 16 頭で

のデータとなっている．

　　 　ここでの検定調査牛のと畜月齢の平均は，

去勢が 27.4 ヵ月，雌が 27.8 ヵ月，全体では

27.6 ヵ月で，いずれも同時期のと畜牛の平

均に比べ約１ヵ月早かった．

　　 　また，検定調査牛の脂肪酸割合の平均は，去

勢のMUFAが 59.0％，SFAが 39.7％，C18:1

が 53.3％で同時期と畜牛（MUFA 59.0％，

SFA39.6％，C18:1 53.5％）と同等であり，雌

のMUFAが 61.2％，C18:1 が 55.6％で同時期

と畜牛（MUFA 60.2％，C18:1 54.9％）より

やや高く，SFAが37.7％で同時期と畜牛（38.4

％）よりやや低い結果であった．

　　 　これらのことより，若い月齢で枝肉重量や

脂肪交雑に優れた枝肉成績が得られるため，

勝優久には昨今の飼料価格等の高騰に対する

肥育期間短縮によるコスト低減への貢献が期

待できる．

　　 　さらに，令和３年７月解析の秋田県下の

脂肪酸育種価評価では，と畜月齢が早いと

表５　直接検定成績

開始 終了 開始時 終了時 開始時 終了時 開始時 終了時 365日補正 TDN CP

華百合久 R3.10.20 233 345 114.0 126.0 283.0 415.0 438.6 1.18 612 113 49

華福 R3.12.15 228 340 117.0 127.0 282.0 414.0 443.5 1.18 585 109 47

国久桜 R4.4.27 209 321 110.0 123.2 252.0 424.0 491.8 1.54 630 113 56

第７宝６４８ R4.4.27

R4.2.9

R4.4.6

R4.8.17

R4.8.17 206 318 114.0 125.0 291.0 461.0 532.4 1.52 646 118 51

名号
１日平均
増体量(kg)

粗飼料
摂取率(％)

検定期間 体高(cm) 体重(kg) 余剰飼料摂取量日齢(日)

表６　直接検定終了時の体型審査結果

名号 栄養度 美点 欠点 審査得点

華百合久 6 発育，前軀，尻形，腿さがり 肩後の充実，外腿，皮膚，やや前肢勢 84.0

華福 6 前軀，体深，顔品 過大，やや均称，肢蹄，外腿 83.9

国久桜 7 発育，均称，品位，資質，体の伸び 過肥，肩後，外腿 84.9

第７宝６４８ 6 体の伸び，皮膚，尻 過大，均称，体上線，肩付 83.2
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MUFA および C18:1 へ負の効果があるとい

うデータが得られているが，今回の検定結果

ではと畜月齢が早かったにも関わらず，それ

らの平均値が同時期と畜牛と同等以上であっ

たため，勝優久には脂肪質の改良への貢献も

期待できる．

　　 　今後は，勝優久を県有種雄牛として選抜

し，勝優久の早熟性と産肉能力の高さを最大

限に活かすため，脂肪質にも考慮した交配の

組み合わせや産子の肥育方法の検討を行いな

がら，県内での活用を推進すべきであると考

える .

謝　　辞

　検定に御協力いただいた，繁殖農家，肥育農場

および関係団体等の皆様に感謝いたします．

引用文献

公益社団法人全国和牛登録協会．2017．和牛登録

事務必携（平成 29年度版）．63-74，174-181．

頭数 と畜月齢

（頭） （ヵ月） MUFA SFA C18:1

検定調査牛※２ 16 27.6±1.3 59.8±3.0 38.9±2.6 54.1±2.8

去勢 10 27.4±1.2 59.0±3.2 39.7±2.8 53.3±3.0

雌 6 27.8±1.4 61.2±2.2 37.7±1.7 55.6±1.9

同時期と畜牛※３ 1,187 28.8±1.7 59.2±3.2 39.4±2.8 53.7±2.9

去勢 961 28.7±1.6 59.0±3.2 39.6±2.7 53.5±2.9

雌 226 28.8±2.0 60.2±3.0 38.4±2.6 54.9±2.7

※３　検定調査牛のと畜期間（令和４年４月から10月まで）に，（株）秋田県食肉流通公社でとと畜された

　　秋田県産の黒毛和種1,187頭．

脂肪酸割合（％）※１

各項目の数値は、平均値±標準偏差

※１　脂肪酸割合：食肉脂質測定器による筋間脂肪部位の測定値から算出．MUFAは一価不飽和脂肪酸，

　　SFAは飽和脂肪酸，C18:1はオレイン酸．

※２　検定調査牛17頭のうち，去勢１頭が測定不能だったため，16頭での数値となっている．

表８　勝優久の検定調査牛および同時期にと畜された肥育牛の出荷月齢と脂肪酸割合
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飼料用イネの疎植栽培が生育，収量および生産コストに及ぼす影響

（第３報）

西野瞭・石川すばる

要　　約

　ホールクロップサイレージ用イネの極短穂茎葉型品種を用いて，施肥量を同条件とした疎植栽培と慣

行栽培の収量性の違いや，増肥による増収効果を検証するため，慣行区，疎植N10 kg 区，疎植N12 kg

区の３区を設定し，試験区内の反復を増やした栽培試験を行った．結果，草丈は疎植N12 kg 区で最も

高い値となっており，施肥量の増加が草丈の伸びに寄与していることが確認された．１株あたりの茎数

は，慣行区と比べて各疎植区で著しく増加しており，栽培期間中の気温の高さが各疎植区の茎数が大き

く増加した要因と考えられる．それに伴い，１㎡あたりの茎数は慣行区と比べて疎植N10 kg 区，疎植

N12 kg 区で有意に多い結果となった．乾物収量は，有意差は認められないものの，慣行区に比べ疎植

N10 kg 区で少ない結果となった．そのため，極短穂茎葉型品種の疎植栽培を行う場合，施肥量が同条

件では疎植栽培が慣行栽培と比べて収量が低くなることが示唆された．また，疎植N12 kg 区が慣行区

に近い乾物収量だったことから，施肥量を増やすことで，慣行区と同等の収量が収穫できることが確認

された．そのため，極短穂茎葉型品種において疎植栽培を行う場合は，収量を確保するため慣行栽培よ

りも増肥を行うことが望ましい．しかし，昨今の肥料価格高騰の状況を考慮すると，肥料価格が倍増し

た場合はコストが逆転する可能性も考えられるため，状況に応じて栽培条件を検討することが必要であ

る．

緒　　言

　本県におけるホールクロップサイレージ（以下

WCS）用イネの作付面積は，令和４年９月 15 日

時点で 1,172 ha と全国でも有数の栽培地帯であ

る．しかし，作付されている品種のほとんどは食

用品種であることから，牛の消化率が低い籾の割

合が多い．そこで，イネWCS の専用品種として

開発された，穂が小さく，茎葉割合が多い極短穂

茎葉型品種に着目した．極短穂茎葉型品種は，茎

葉部の消化性が良いことや，糖含量が多くサイ

レージ品質が良好なことなど，牛の飼料として

様々なメリットがあるが，種子生産量が少なく，

種子価格が高いことがデメリットとして挙げられ

ている．この問題を解決するため，極短穂茎葉型

品種を用いた疎植栽培試験を行い，生育，収量お

よび生産コストに及ぼす影響を調査してきた．

　前報（西野ら 2021，2022）までの結果から，

疎植栽培は慣行栽培に比べて，草丈は同程度で，

１株あたりの茎数が増加し，葉色が濃くなるこ

とが確認された．また，施肥量を窒素 14 kg/10 a

とした疎植区において草丈が最も高い値となり，

１株あたりの茎数の増加が大きくなることが確認

された．収量は，疎植栽培では慣行栽培に比べ低

くなる傾向があるが，疎植栽培で施肥量を増加さ

せた場合，増収効果があることが確認された．

　本試験では，施肥量を同条件とした疎植栽培と

慣行栽培の収量性の違いや，増肥による増収効果

をあらためて検証するため，ほ場内の試験区を増

やし，再現性を高めた栽培試験を行った．また，

前報（西野ら 2021）では疎植栽培における最大

秋田畜試研報 Bull.Akita Pref.Livest,Exp.Stn.37. 7～13 2023 7



施肥量を窒素 14kg/10 a としていたが，窒素施肥

量が 14kg/10 a 以上の場合コスト低減効果が小さ

いことが考えられため，本試験では疎植栽培にお

ける最大窒素施肥量を 12 kg/10 a までとした．

材料と方法

１．試験期間

　令和４年５月～令和４年９月の５ヵ月間とした．

２．試験ほ場

　秋田県山本郡三種町の生産者が有する水田を試

験ほ場（面積：約 38 a）とした．

３．試験区分及び施肥量

　栽植密度を15.2 株 /㎡，施肥量を10 a あたり基

肥N-P-K=10 kg- ５ kg- ５ kg とした「慣行区」，

栽植密度を11.2 株 /㎡，施肥量を10 a あたり基肥

N-P-K=10 kg- ５ kg- ５ kg とした「疎植N10 kg

区」，栽植密度を 11.2 株 /㎡，施肥量を 10 a あた

り基肥 N-P-K=12 kg- ６ kg- ６ kg とした「疎植

N12 kg 区」，の計３区を設定した．また，試験ほ

場には堆肥を４ｔ /10 a 施用し，追肥は施用しな

かった．

４．供試品種

　各区とも，「つきすずか」を供試した．

５．移植日

　各区とも，令和４年５月 18 日に機械移植を行

い，その後手で植え付け本数を４本に調整した．

６．調査項目

　各区 10 株×２列の計 20 株の調査区を３反復

ずつ設置し，草丈，茎数，葉色を調査した．葉色

は葉緑素計（SPAD502，コニカミノルタ）を用

いて SPAD 値を計測した．調査日は７月５日，

７月 15日，７月 25 日とした．

　収量は調査日を９月２日とし，各区から無作為

に４株×６カ所を採取し，重量を測定して現物収

量を算出した．その後 60℃，48 時間の通風乾燥

により水分と乾物重量を測定して乾物収量を算出

した．

７．生産コスト

　作物別技術・経営指標（2020 年版）（秋田県 

2020）の水稲 10 ha 規模を参考とし，乾物収量

１ kg あたりにかかる生産コストを試算した．

８．統計処理

　得られたデータは一元配置の分散分析によっ

て有意差の検定を行い，調査区間の検定には

Tukey 法を用いた．

結　　果

１．栽培期間中の気象概要

　最寄りのアメダス地点（秋田県南秋田郡大潟

村）における令和４年５月から令和４年９月まで

の旬別平均気温，降水量を図１に，日照時間を図

２に示した．

　平均気温は，５月中旬から下旬にかけて，平年

より２℃以上高くなり，６月上旬は平年より 1.9

℃低くなった．６月下旬から７月上旬にかけて平

均気温が平年より３℃以上高くなり，非常に暑い

日が続いた．その後は平年並かやや高い気温で推

移した．

　降水量は，５月上旬から中旬にかけて平年の半

分以下となった．６月は上旬，下旬で平年の約２

倍の降水量となり，中旬は平年の１割程度しか雨

が降らなかった．７月は上旬で雨が全く降らず，

降水量が０だった．その後７月中旬で平年の２倍

以上の降水量となり，８月は上旬が平年の４倍以

上，中旬が平年の３倍以上と，８月の降水量が非

常に多くなった．

　日照時間は，５月上旬で平年の 1.5 倍以上とな

秋田県畜産試験場研究報告　第37号（2023）8



図１．旬別平均気温と降水量（大潟村）
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図２．旬別日照時間（大潟村）
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り，６月下旬では平年の半分程度となった．その

後７月上旬で平年の約２倍となり，７月中旬では

平年の半分程度の日照時間となった．８月は全体

的に平年より少なく推移し，９月は平年並かやや

多かった．

２．生育，収量および生産コスト

　草丈の推移を表１に示した．草丈は，７月５日

では各区とも同程度の値だったが，７月 15 日の

調査では慣行区が疎植N10 kg 区に比べ有意に高

かった．その後は各区とも同程度の値で推移し

たが，９月２日では有意差はないものの，疎植

N12 kg 区が最も高い値となっていた．

　１株あたりの茎数の推移を表２に示した．１株

あたりの茎数は，７月 15 日までは各区とも同程

度で推移したが，７月 25日では疎植N10 kg 区，

疎植N12kg 区で茎数が大きく増加し，慣行区に

比べ有意に多くなった．その後９月２日でも疎植

N10 kg 区，疎植 N12 kg 区が慣行区より有意に

多い結果となった．

　１㎡あたりの茎数の推移を表３に示した．１㎡

あたりの茎数は７月５日では疎植N10 kg 区，疎

植N12 kg 区に比べて慣行区の方が有意に多く，

７月 15 日も慣行区が疎植N10 kg 区に比べて有

意に茎数が多かった．しかし，７月 25 日では逆

転し，疎植N10 kg 区，疎植N12 kg 区が慣行区

と比べて有意に多くなった．その後９月２日では

疎植N12 kg 区が最も茎数が多い値となった．

　葉色（SPAD値）の推移を表４に示した．葉色

は７月５日で慣行区が疎植N10 kg 区と比べ有意

に低い値となった．７月 15 日でも慣行区が疎植

N10 kg 区，疎植 N12 kg 区より有意に低い値と

なり，疎植N12 kg 区が最も葉色が濃かった．そ

の後７月 25 日も慣行区が疎植N10 kg 区，疎植

N12 kg 区と比べて有意に低い値となった．９月

２日では，有意差は認められないものの，各疎植

区が慣行区よりも高い値を示した．

　収量調査の結果を表５に示した．現物収量，乾

慣行区 63.7 ± 0.9 70.2 ± 0.6 a 92.5 ± 1.2 114.4 ± 1.3

疎植N10kg区 60.0 ± 1.0 63.5 ± 1.7 b 83.9 ± 2.2 113.1 ± 1.0

疎植N12kg区 63.3 ± 2.7 68.0 ± 2.4 ab 90.8 ± 4.5 119.4 ± 6.7

平均±標準偏差，n=3

a,b:各調査日で異符号間に有意差あり（P＜0.05）

調査日
区画名

7月5日 7月15日 7月25日 9月2日

表１　草丈の推移(cm)

慣行区 13.4 ± 0.7 14.7 ± 0.9 18.1 ± 1.0 b 15.1 ± 0.5 a

疎植N10kg区 12.0 ± 0.7 15.8 ± 1.3 29.6 ± 1.2 a 22.3 ± 1.0 b

疎植N12kg区 12.5 ± 0.6 17.3 ± 0.7 29.4 ± 1.0 a 23.3 ± 0.6 b

平均±標準偏差，n=3

a,b:各調査日で異符号間に有意差あり（P＜0.05）

調査日
区画名

7月5日 7月15日 7月25日 9月2日

表２　茎数の推移（本／株）
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慣行区 203.5 ± 9.9 a 222.0 ± 13.1 a 274.0 ± 14.8 b 229.3 ± 7.4 b

疎植N10kg区 134.7 ± 8.3 b 177.5 ± 14.0 b 331.5 ± 13.0 a 250.4 ± 11.2 ab

疎植N12kg区 139.8 ± 7.0 b 193.6 ± 7.3 ab 329.1 ± 10.9 a 261.1 ± 6.3 a

平均±標準偏差，n=3

a,b:各調査日で異符号間に有意差あり（P＜0.05）

区画名
調査日

7月5日 7月15日 7月25日 9月2日

表３　茎数の推移（本／㎡）

慣行区 40.1 ± 0.5 b 41.0 ± 0.3 c 41.9 ± 0.6 b 33.3 ± 0.7

疎植N10kg区 41.2 ± 0.3 a 42.0 ± 0.2 b 44.1 ± 0.2 a 34.3 ± 0.4

疎植N12kg区 41.1 ± 0.2 ab 43.0 ± 0.3 a 45.0 ± 1.0 a 35.9 ± 2.0

平均±標準偏差，n=3

a,b,c:各調査日で異符号間に有意差あり（P＜0.05）

調査日
区画名

7月5日 7月15日 7月25日 9月2日

表４　葉色の推移（SPAD値）

水分 乾物率

現物 乾物 (％) (％)

慣行区 出穂前 9月2日 3458.1 750.9 78.2 21.8

疎植N10kg区 出穂前 9月2日 3260.4 703.2 78.4 21.6

疎植N12kg区 出穂前 9月2日 3434.3 740.5 78.4 21.6

区画名 出穂日 調査日
収量(kg/10a)

表５　収量

）む含費働労( 用費総 うち種苗費 うち肥料費 うち農薬費 うち諸材料費 うち労働費

慣行区 751 77,071 3,960 6,913 306 11,871 14,000 102.6

疎植N10kg区 703 72,970 2,891 6,913 223 10,380 12,542 103.8

疎植N12kg区 741 74,873 2,891 8,295 223 10,780 12,662 101.1

区画名
乾物収量
(kg/10a)

生産コスト（円/10a） 乾物収量1kgあたり
にかかる費用
（円/kg）

表６　生産コスト試算

物収量ともに各区に有意差は認められなかった

が，疎植N10 kg 区の乾物収量は，慣行区に比べ

低い値となった．疎植N12 kg 区では現物収量，

乾物収量ともに慣行区と同程度の収量となった．

また，水分，乾物率は各区に有意差は認められな

かった．

　本試験における生産コストの試算を表６に示し

た．生産コストは，疎植N12 kg 区で肥料費が増

加したが，慣行区と同程度の乾物収量がとれてお

り，種苗費などが削減されたことから，乾物収量

飼料用イネの疎植栽培 11



1 kg あたりにかかる費用は疎植N12 kg 区が最も

安くなった．疎植N10 kg 区は，種苗費などは削

減されたが，乾物収量において慣行区と比べて低

い値だったため，乾物収量 1 kg あたりにかかる

費用は慣行区よりも 1.2 円高くなった．

考　　察

　前報（西野ら 2021，2022）までの結果から，

草丈は慣行栽培と疎植栽培で同程度となることが

確認された．本試験においても，生育途中で有意

差が認められることがあったものの，９月２日に

は各区とも同等の草丈となっていた．また，有意

差はないが，疎植N12 kg 区で草丈が最も高い値

となっており，前報（西野ら 2022）において施

肥量を窒素 14kg/10a に増やした区で最も草丈が

高くなっていたことから，施肥量の増加が草丈の

伸びに寄与していることが確認された．

　１株あたりの茎数は，慣行栽培に比べ疎植栽培

で増加する傾向にあることが分かっている（加藤

ら 2013）．本試験でも同じ傾向にあったが，特

に茎数の差が著しくなった．水稲の茎数増加速度

は，平均気温が高いかつ最高気温が高い条件で向

上することが分かっている（大角ら 2015）．本

試験の栽培期間中は６月下旬から７月中旬にかけ

て平均気温，最高気温ともに平年より高くなって

いた．そのため，気温の高さが本試験において各

疎植区の茎数増加が著しくなった要因と考えられ

る．また，慣行区は栽培期間を通して茎数が少な

く推移していた．慣行区は水口側に設置してお

り，水温が低く，分げつが促進しなかったことが

推測され，このことも慣行区と各疎植区で茎数の

差が著しかった要因と考えられる．

　前報（西野ら 2022）の結果から，疎植栽培は

慣行栽培に比べて１㎡あたりの茎数が低くなるこ

とが確認されていた．本試験でも７月 15 日まで

は同じ傾向だったが，７月 25 日以降は逆転し，

慣行区の１㎡あたりの茎数が疎植N10 kg 区，疎

植 N12 kg 区と比べて有意に少ない結果となっ

た．これは，１株あたりの茎数が疎植N10 kg区，

疎植N12 kg 区において著しく増加し，慣行区と

疎植区の栽植密度の差による１㎡あたりの茎数の

差を補ったためと考えられる．

　葉色は，７月 25 日までは各疎植区が慣行区と

比べて有意に高い値で推移した．９月２日では有

意差は認められなかったものの，各疎植区で慣行

区よりも高い値となっていた．そのため，各疎植

区で葉色が濃くなる傾向が確認され，前報（西野

ら 2021，2022）までの結果と一致していた．

　乾物収量は，有意差は認められなかったが，疎

植N10 kg 区で慣行区より低い値となっていた．

そのため，施肥量が同じで，イネWCS として収

穫する場合，疎植栽培は慣行栽培に比べて収量が

低下することが示唆された．また，疎植N12 kg

区では慣行区に近い収量がとれていたことから，

肥料を増やすことで増収効果が見込まれ，慣行区

と同程度の収量が確保されることが確認された．

このことから，疎植栽培における増肥は窒素２ 

kg程度でも十分な効果があることが示唆された．

　生産コストは，疎植N12 kg 区が最も安くなっ

たことから，窒素２ kg 程度の増肥で収量が同等

であれば，生産コストが慣行区より安くなること

が明らかとなった．しかし，昨今の肥料価格高騰

の状況を考慮すると，肥料価格が倍増した場合は

コストが逆転する可能性も考えられる．実際に本

試験の条件で肥料の単価を２倍にして試算した場

合，疎植N12 kg 区が慣行区よりもコストが高く

なった．そのため，疎植栽培を行う場合は，肥料

や種子の価格に応じて栽培条件を検討することが

必要である．

　以上のことから，施肥量を同じくした疎植栽培

は，有意差は認められないものの，慣行栽培に比

べ収量が少ない結果となった．そのため，極短穂

茎葉型品種の疎植栽培を行う場合，施肥量が同条

件では疎植栽培が慣行栽培と比べて収量が低くな
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ることが示唆された．また，施肥量を増やすこと

で，慣行栽培に近い収量となり，増収効果がある

ことが認められた．

　食用品種では穂の収量は疎植栽培でも慣行栽

培と同等になることが報告されているが（広島

県 2006，奈良県 2007），前報（西野ら 2021，

2022）までの結果から，植物体全体を収穫する

イネWCS では，必ずしも慣行栽培と同等の収量

が確保できるとは限らないことが明らかとなっ

た．そのため，本試験の結果から，極短穂茎葉型

品種において疎植栽培を行う場合は，収量を確保

するため慣行栽培よりも増肥を行うことが望まし

い．しかし，肥料価格が高くなるほど慣行栽培と

の生産コストの差が縮まることが考えられるた

め，状況に応じて栽培条件を検討することが必要

である．
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飼餌付け時期の異なる比内地鶏の期間発育に及ぼす暑熱の影響と

その抑制対策

福田栞・力丸宗弘

要　　約

　比内地鶏は季節による出荷重量のばらつきが大きく，特に７～８月出荷のロットでは重量が低下する

ことが実需者から指摘されている．そこで本研究では，試験１として餌付け時期の異なる比内地鶏の期

間発育を比較し，暑熱が比内地鶏の発育に及ぼす影響を調査した．さらに，試験２として仕上げ期にお

けるビタミンE（VE）の飼料添加あるいは避暑地の設置が夏季の発育低下を抑制できるか検討した．

２～５月の各月にふ化，７～ 10月に出荷となる計４クールで比内地鶏雌を餌付けし，発育を調査した．

４週齢までバタリ－式育雛器，４週齢以降は寒冷紗を設置した放飼場（避暑地）付きのビニルハウスで

飼育した．14週齢時に第１，２クールでは，対照区，避暑地区，VE- ２倍区，VE- ９倍区を設定し，第３，

４クールでは避暑地区を除く３区に供試鶏を振り分けた．VE強化飼料は，対照区の飼料中VE濃度（40 

mg/kg）を基準に，VE50％ -SiO2粉末を添加して調製した．試験１では，クール間の比較により，暑熱

期に増体量が低下するとともに飼料要求率が悪化する傾向が見られた．試験２では，仕上げ期が暑熱期

にあたる第１，２クールにおいて，VE- ９倍区，避暑地区で，暑熱期間の増体量が対照区と比較して有

意に大きく，飼料要求率も回復する傾向が見られた．仕上げ期が暑熱期を過ぎた第３，４クールでは試

験処置による有意な影響は認められなかった．以上より，夏季の発育低下は暑熱ストレスへの応答に関

連するエネルギー消費量の増加が一因であることが示唆された．さらに，適時の対策処置により，その

影響を緩和し，発育低下を抑制できることが示された．

緒　　言

　近年の地球温暖化により，日本の年平均気温

は，様々な変動を繰り返しながら有意に上昇して

おり，100 年あたり1.19℃の割合で上昇している

と報告されている（環境省他 2018）．秋田県にお

いても年平均気温が100年あたり約1.5℃の割合で

上昇しており，1990年頃から高温の年が多くなっ

ている（気象庁 2022）．山崎ら（2006）は国内

のブロイラーの産肉量に対する地球温暖化の影響

を平均気温の変動から推定し，環境温度23℃と

比較して27.2℃では５%，30℃では15%産肉量が

低下することを示している．また，年代の経過と

ともに地球温暖化の産肉量への影響が大きくなる

ことを予測し，西日本において産肉量が大幅に低

下することを示し，東北地方においても産肉量が

低下する可能性を示している．

　暑熱ストレスは家禽産業における最も重要な環

境ストレス因子の一つであり（Lara と Rostagno

2013），夏は秋や冬と比較して生産性が低下する

ことが知られている（近藤ら 1983 ; Yalcin ら 

1997）．暑熱環境下では体重や飼料摂取量が減少

し，飼料要求率が悪化することがこれまで数多く

報告されている（Donkoh 1989 ; Geraert ら 1996 ;

Chengら 1997 ; Plavnik と Yahav 1998 ; Deeb と 

Cahaner 2002 ; Gonzalez-Esquerra と Leeson 2005）．

また，飼料摂取量の減少に伴い，ビタミンＡ, Ｅ, 

Ｃなどの微量栄養素の摂取も影響を受ける（Lin 

ら 2006）．さらに，体重の重い鶏は軽い鶏よりも
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暑熱ストレスに対する感受性が高く（Reece ら 

1972），出荷近くに熱死が多く発生することから，

安定した鶏肉生産を妨げる要因の一つとなってい

る．

　秋田県の特産鶏である比内地鶏は出荷時期であ

る約160日齢まで主にパイプハウスで飼育されて

いるため，暑熱の影響を受けやすく，７～８月出

荷のロットでは重量が落ちることが実需者から指

摘されている．季節間の品質のばらつきは産地，

生産者によらず共通の課題となっていることか

ら，パイプハウスでの低コストかつ導入可能な夏

季の出荷重量低下抑制技術が求められている．

　暑熱ストレスの影響に対処するための対策とし

て，環境管理（設備，換気，飲水，遮光等），栄

養管理（代謝状況に応じた飼料設計），飼料添加

物の添加（抗酸化剤，ビタミン，ミネラル，プロ

バイオティクス，プレバイオティクス，エッセン

シャルオイル等），水分補給等が多角的に検討さ

れている（Syafwan ら 2011 ; Lara と Rostagno 

2013 ; 鶏病研究会 2015）．しかし，パイプハウ

スはウィンドレス鶏舎や開放鶏舎と異なり，設備

の導入が困難であり，環境管理による暑熱対策は

寒冷紗の設置や冷却水の給与などに限られる．ま

た，栄養管理では暑熱環境下で充足率を満たすア

ミノ酸主体の夏季専用飼料や練り餌給餌による対

策等が検討されているが，切り替え時期や有効

性，腐敗等の問題がある．

　栄養管理の手法の一つとして，ビタミンやミネ

ラルのような栄養素の利用は暑熱ストレスの悪

影響を軽減するうえで有益であることが確認さ

れている（Lin ら 2006 ; Sahin ら 2009 ; Khanら 

2011）．ビタミンEは主要な連鎖破壊型抗酸化剤

であり，フリーラジカルによって誘導される酸化

的損傷から細胞および組織を保護し，細胞の機能

と増殖を促進する（Puthpongsiriporn ら 2001）．

Sahin ら（2002）は暑熱ストレス下で飼育され

たブロイラーへ異なる濃度のビタミンＥを添加

し（Gao ら 2010），飼料摂取量，体重，飼料効

率が改善されることを報告している．また，Niu

ら（2009）は暑熱ストレス下で飼育されたブロ

イラーへビタミンＥを給与することによって，生

産性が維持され，免疫機能が改善されることを確

認している．さらに，ビタミンＥはビタミンＡ，

ビタミンＣ，セレン，プロバイオティクスなどと

併用することにより，その効果が強化されること

が確認されている（Sahin ら 2001 ; Basmcioglu 

ら 2009 ; Attia ら 2011）．しかしながら，比内地

鶏のようなパイプハウスでの飼育におけるビタミ

ンＥ添加による夏季の生産性低下の抑制効果につ

いては明らかとなっていない．

　そこで，本研究では，試験１として餌付け時期

の異なる比内地鶏の期間発育を比較し，暑熱が比

内地鶏の発育に及ぼす影響を調査した．次に，試

験２として仕上げ期にビタミンＥを飼料添加ある

いは寒冷紗による避暑地を設置し，夏季の出荷重

量の低下を抑制する飼育管理法について検討を

行った．

材料および方法

１．供試鶏

　2019年２月から５月に当場でふ化，７～ 10月

に出荷となる計４クールで比内地鶏雌960羽（各

クール240羽）を餌付けした．

２．試験期間

　第１クールの試験期間は2019年２月27日から

７月31日までとした．第２クールの試験期間は

2019年３月20日から８月21日までとした．第３

クールの試験期間は2019年４月24日から９月25

日までとした．第４クールの試験期間は2019年５

月22日から10月23日までとした．

３．試験区分

　試験に使用したパイプハウス内温度をモニタリ
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ングした結果，８月の上旬に向けて温度が急激に

上昇し，その後徐々に低下したことから（図１，

図２），本研究では７月と８月を暑熱期として扱っ

た．

　暑熱対策試験は仕上げ期である14週齢から実

施した．14週齢時に第１，２クールでは，対照区，

避暑地区，ビタミンE- ２倍区（VE- ２倍区），ビ

タミンE- ９倍区（VE- ９倍区）を設定し，第３，

４クールでは避暑地区を除く３区に供試鶏を振り

分けた（図３）．クール間の比較を試験１とし，

暑熱が期間発育に及ぼす影響を調査した．また，

各クール内の比較を試験２とし，仕上げ期の暑熱

対策効果を検討した．VE強化飼料は，対照区の

飼料中VE濃度（40 mg/kg）を基準に，VE50％

-SiO2粉末を添加して調製した．避暑地は単管パ

イプとトリカルネットで区分けし，寒冷紗で日陰

を作り，鶏が外へ出て暑さをしのげるようにした

（図４）．14週齢までは全ての区で開放し，14週

齢以降は避暑地区のみ開放し，他の区は出入り口

を封鎖した．

４．飼養管理

　餌付けから４週齢までバタリ－式育雛器，４週

齢以降は寒冷紗を設置した放飼場（避暑地）付き

のビニルハウスで飼育した．飼料は市販の比内地

鶏専用飼料を用い，不断給餌，自由飲水とした．

　本研究は全てのプロセスに関し，秋田県畜産試

験場動物実験委員会の承認を受けた上で実施し

た．

５．調査項目

　体重は初生時と飼料切り替えのタイミングであ

る０，４，10，14，17，22週齢時に測定し，飼料

摂取量は試験開始の14週齢から17，22週齢に測

定した．体重のデータから増体量を算出し，期間

あたりの飼料摂取量を増体量で割って飼料要求率

を算出した．

図１　ハウス内温度
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図２　暑熱（25℃以上）時間帯の累積温度（℃×時間）

６．解体成績

　22週齢に各区から６羽をランダムに抽出し，

と体を解体後，正肉部位（モモ肉，ムネ肉，ササ

ミ），可食内蔵部位（心臓，肝臓，砂肝）および

腹腔内脂肪の重量を測定した．部留まり割合は絶

食体重に対する各部位の重量から算出した．

７．統計処理

　試験１では一元配置の分散分析およびTukeyの

多重比較検定を用いた．試験２では一元配置の分

散分析およびDunnettの多重比較検定を用い，対

照区との対比較を行った．

結果および考察

試験１　クール間における発育比較

　クール間における比内地鶏の発育比較を表１

に示した．出荷時期となる22週齢体重はクール

間に有意な差は認められなかったが，出荷時期

が８月に当たる第２クールの体重が最も劣った．

また，暑熱期に当たるクールにおいて，飼料摂

取量が低下するとともに増体重が有意に低下し，

飼料要求率が悪化する傾向が確認された（表２，

図５）．14週齢から17週齢では，暑熱期に当たる

第２クール及び第３クールは暑熱期に当たらな

い第１クールと比較して飼料摂取量がそれぞれ

7.2%，28.8%，増体重がそれぞれ20.7%，42.1%低

下した．17週齢から22週齢では，暑熱期に当た

る第１クールの飼料摂取量は暑熱期に当たらない

第４クールより多かったが，第２クールは第４

クールと比較して飼料摂取量が7.7%減少した．

また，第１クール及び第２クールの増体重は第４

クールと比較してそれぞれ33.4%，36.5%低下し

た．この結果は暑熱環境下で平飼いあるいはケー

ジで飼育されたブロイラーの報告と一致していた

（Donkoh 1989 ; Geraert ら1996 ; Cheng ら 1997 ; 

Plavnik と Yahav 1998 ; Deeb と Cahaner 2002 ; 

Gonzalez-Esquerra と Leeson 2005）．

　最近の報告によると，慢性的な暑熱ストレス
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    暑熱期間（７～８月）

第３クール

第４クール

第１クール

第２クール

0W        4W                         10W         14W       17W           22W

3/20     4/17                        5/29      　6/26      7/17          8/21

前期 中期 仕上げ

対照区

避暑地区

VE-2倍区

VE-9倍区

0W        4W                         10W         14W       17W           22W

2/27     3/27                        5/8       　6/4       6/27          7/31

前期 中期 仕上げ

対照区

避暑地区

VE-2倍区

VE-9倍区

0W          4W                              10W             14W        17W                22W

4/24       5/22                            7/3             7/31       8/21               9/25

対照区

VE-2倍区

VE-9倍区

中期 仕上げ前期

0W          4W                              10W             14W        17W                22W

5/22       6/19                            7/31            8/28       9/17              10/23

対照区

VE-2倍区

VE-9倍区

中期 仕上げ前期

寒冷紗

2.7m

単管パイプと
トリカルネット
で区分け

図４　避暑地模式図（運動場＋寒冷紗）

図３　試験区分
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を受けたブロイラーは35日齢では飼料摂取量

が5.5%減少し，増体重が9.3%低下（Awad ら 

2020），42日齢では飼料摂取量が8.5%減少し，増

体重が9.1%低下（Enami ら 2021）することが確

認されている．また，地鶏のような発育が遅い肉

用鶏では，慢性的な暑熱ストレスにより21 ～ 84

日齢における飼料摂取量が4.8%減少し，増体重が

11.1%低下することが確認されている（Attia ら 

2011）．一方，本研究では暑熱期における比内地

鶏の増体重はこれらの報告より大きく低下した．

比内地鶏とこれらの報告は飼育環境や飼育期間が

異なるため，直接比較することは難しいが，パイ

プハウスではハウス内の温度は外気温より高く，

最高気温が40℃前後に達する日も多くあったこ

とや暑熱期における飼育期間が長いことから，パ

イプハウスでの飼育は暑熱の影響を大きく受けや

すいことが示唆された．

　暑熱ストレスは消化管上皮の損傷や機能の低下

を引き起こし（Silva ら 2010 ; Sohail ら 2012 ;  

Song ら 2014 ; Enami ら 2021），その結果，飼

体重（ｇ） 0 ４週齢 10週齢 14週齢 17週齢 22週齢

第１クール 37.5 ± 0.2 
b

339.3 ±2.4 
a

1529.1 ± 8.2 
b

2061.8 ± 11.4 
b

2429.2 ± 29.2 
a

2761.1 ± 30.0 

第２クール 39.1 ± 0.2 
a

340.9 ±2.8 
a

1593.1 ± 8.1 
a

2104.8 ± 10.4 
a

2373.9 ± 23.5 
a

2691.2 ± 31.2 

第３クール 38.9 ± 0.2 
a

284.9 ±1.6 
c

1412.3 ± 8.1 
c

2011.9 ± 9.7 
c

2219.9 ± 19.8 
b

2709.4 ± 24.6 

第４クール 39.2 ± 0.2 
a

327.7 ±2.1 
b

1374.0 ± 8.2 
d

1963.2 ± 9.2 
d

2289.8 ± 17.6 
b

2789.3 ± 23.3 

平均増体重（ｇ） 0-4週齢 4-10週齢 10-14週齢 14-17週齢 17-22週齢

第１クール 306.6 ± 2.3 
a

1184.7 ± 6.8 
b

532.7 ± 6.3 
c

359.4 ± 14.7 
a

332.7 ± 21.7 
b

第２クール 312.4 ± 2.2 
a

1241.4 ± 7.0 
a

511.7 ± 5.9 
c

284.9 ± 9.7 
c

317.3 ± 17.3 
b

第３クール 251.4 ± 1.3 
b

1122.0 ± 7.4 
c

633.7 ± 4.5 
a

208.0 ± 6.5 
d

489.5 ± 10.2 
a

第４クール 297.1 ± 1.7 
b

1030.3 ± 10.3 
d

596.3 ± 4.6 
b

333.5 ± 5.6 
b

499.5 ± 10.7 
a

平均値±標準誤差

a,b,c,d
異符号間に有意差あり（P < 0.05）

表１　クール間における比内地鶏の発育比較

表２　クール間における比内地鶏の飼料摂取量および飼料要求率の比較

飼料摂取量（g） 14-17週齢 17-22週齢

第１クール 2,861 4,566

第２クール 2,655 4,018

第３クール 2,036 4,099

第４クール 2,427 4,351

飼料要求率 14-17週齢 17-22週齢

第１クール 7.7 13.8

第２クール 9.9 12.7

第３クール 9.8 5.9

第４クール 7.4 8.7

※　点線枠内は暑熱期間
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料摂取量が減少することで，代謝エネルギーの摂

取を悪化させ，これらの要因が暑熱ストレスに暴

露された家禽の生産性を悪化させる（Abu-Dieyeh 

2006）．本研究においても暑熱ストレスによって

消化管が影響を受け，飼料の利用性が低下するこ

とによりエネルギー不足に陥ったことが増体重低

下の要因と考えられる．

　解体成績については，出荷時期が８月に当たる

第２クールでは，もも肉とむね肉割合が他の区よ

り有意に減少した（表３）．ブロイラーにおいて

も暑熱ストレスによって，むね肉割合が減少する

ことが確認されている（Leenstra と Cahaner, 

1992 ; Plavnik と Yahav 1998 ; Lu ら 2007 ; Zeferino

ら 2016 ; Enami ら 2021）．一方，比内地鶏では

もも肉割合が有意に減少したが，ブロイラーでは

暑熱ストレスによって増加するという報告もあれ

表３　クール間における比内地鶏の解体成績（％）

と体重 もも肉 むね肉 ささみ 肝臓 心臓 筋胃 腹腔内脂肪

第１クール 94.0 ± 0.55    21.6 ± 0.53 ab 15.1 ± 0.35 a 3.7 ± 0.09  1.5 ± 0.08 b 0.4 ± 0.03 1.8 ± 0.09  3.9 ± 0.22  

第２クール 93.6 ± 0.47   20.4 ± 0.20 b 13.5 ± 0.30 b 3.4 ± 0.11   1.8 ± 0.11 ab
 0.5 ± 0.02   1.8 ± 0.08  4.1 ± 0.62  

第３クール 93.0 ± 0.47   22.0 ± 0.30 a 14.8 ± 0.35 a 3.6 ± 0.16  1.9 ± 0.12 a  0.5 ± 0.03   1.9 ± 0.15  3.4 ± 0.49  

第４クール 93.7 ± 0.41  22.8 ± 0.24 a   14.5 ± 0.23 ab
3.7 ± 0.13  1.5 ± 0.13 b 0.4 ± 0.02  1.8 ± 0.15  4.7 ± 0.60  

平均値±標準誤差

解体成績：対と体重割合

a,b異符号間に有意差あり（P < 0.05）

図５　クール間における比内地鶏の平均増体重の比較
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ば（Lu ら 2007 ; Enami ら 2021），差がないとい

う報告もある（Zeferino ら 2016）． Lu ら（2007）

は暑熱ストレスによってブロイラーではむね肉割

合が減少し，もも肉割合は増加するが，Beijing 

Young chickenでは影響を受けないことから，暑

熱ストレスによる影響は品種依存的であると考察

している．本研究の結果とこれらの結果との違い

は品種の違いによるものかもしれない．

試験２　クール内での仕上げ期における暑熱対策

の効果

　暑熱期間における比内地鶏の発育比較を表４に

示した．第１クールにおいて，出荷時期となる

22週齢体重に有意な差は認められなかったが，

VE- ９倍区，VE- ２倍区，避暑地区，対照区の順

となった．暑熱期間に当たる17 ～ 22週齢時にお

いて，VE- ９倍区と避暑地区は増体量が対照区と

比較して有意に大きく，VE- ２倍区は増体量が大

きくなる傾向が認められた（図６）．避暑地区と

VE- ２倍区は対照区と比較して飼料摂取量が増加

し，全ての区において，飼料要求率が改善された

（表５）．第２クールにおいてはVE- ９倍区，避暑

地区，VE- ２倍区，対照区の順となり，VE- ９倍

区は対照区より体重が有意に重くなった（表４）．

暑熱期間に当たる14 ～ 22週齢においてはVE- ９

倍区と避暑地区は対照区と比較して増体量が有意

に大きくなるとともに，全ての区において，飼料

摂取量が増加し，飼料要求率が改善された（表５，

図６）．仕上げ期が暑熱期を過ぎた第３，４クール

では試験処置による有意な影響は認められなかっ

た．

　仕上げ期が暑熱期となる期間にビタミンEを添

加あるいは避暑地を設置することにより，暑熱期

における増体重低下を抑制できることが確認され

た．特にVE- ９倍区では対照区より体重が有意に

重くなった．Sahin ら（2002）は暑熱ストレス下

で飼育されたブロイラーへ異なる濃度のビタミン

Ｅを添加することにより，飼料摂取量，体重，飼

料効率が改善され，250 mg/kgのビタミンＥ添加

が最も効果的であると報告している．また，山口

と永渕（2014）は暑熱期にブロイラーへビタミ

ンＥを250 mg/kg添加した区が500 mg/kg添加

した区より生産性が優れることを報告している．

一方，白田ら（2001）はビタミンEの添加割合が

高まるにつれて効果が高まると報告している．本

研究においても暑熱期に比内地鶏へ２倍（80 mg/

kg）あるいは９倍（360 mg/kg）のビタミンＥを

添加することによって体重，飼料摂取量，飼料要

求率が改善されることが確認された．しかしなが

ら，暑熱期における比内地鶏へのビタミンEの適

正な添加量については，今後さらに検討する必要

がある．運動場へ避暑地を設置した避暑地区で

は，VE- ２倍区と同等の発育成績が得られた．避

暑地区では，鶏が日陰で暑さをしのげることがで

き，エネルギー消費量を抑えることができたこと

が増体重低下の抑制につながったと考えられる．

避暑地は寒冷紗等で設置できることから，比較的

容易かつ低コストで暑熱による影響を抑制できる

飼育管理の一つであると考えられる．

　解体成績については，VE- ９倍区が対照区と比

較してむね肉割合が有意に増加し，もも肉とささ

み割合が増加する傾向が確認された．VE- ２倍区

と避暑地区も対照区と比較してもも肉，むね肉，

ささみ割合が増加する傾向が確認された．また，

避暑地区は対照区と比較して心臓割合が有意に減

少した（表６）．ブロイラーでは暑熱ストレスに

より，正肉ではむね肉割合が低下し，もも肉やさ

さみ割合が増加すること，内臓では肝臓割合が低

下し，心臓や砂肝割合が増加することが確認さ

れている（Lu ら 2007, Zdanowska-Sasiadek ら, 

Enami ら 2021）．また，暑熱ストレス下におい

てビタミンEを単独で125 mg/kgあるいは250 mg/

kg添加すると，むね肉割合が増加し，もも肉割

合が低下する傾向が確認されている（Habibian 
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ら 2016)．これらの報告からビタミンEには肉の

重量割合を改善する効果があると考えられる．本

研究においてもビタミンEの添加量が多いほどむ

ね肉，もも肉，ささみ割が増加する傾向を示した．

しかし，ブロイラーではビタミンEを添加するこ

とによって，もも肉やささみ割合が低下するのに

対し，本研究では増加する傾向を示した．これら

の反応の違いは品種の違いによるものかもしれな

い．

　以上の結果より，暑熱期にビタミンEの添加や

避暑地を設置することにより，暑熱の影響を緩和

し，夏季における出荷重量低下を抑制できること

第１クール 第２クール

体重（ｇ） 14週齢 17週齢 22週齢 14週齢 17週齢 22週齢

対照区 2060.5 ± 22.7 2427.3 ± 28.7  2761.1 ± 30.0 2104.9 ± 21.2 2373.9 ± 23.5  2691.2 ± 31.2 b

VE-2倍区 2060.5 ± 22.9 2439.8 ± 28.6  2803.0 ± 33.0 2105.3 ± 21.4 2377.8 ± 25.6  2706.1 ± 27.2 

VE-9倍区 2060.1 ± 22.9 2413.6 ± 26.6 2823.9 ± 28.8 2104.7 ± 20.5 2409.8 ± 21.1 2773.6 ± 24.5 a

避暑地区 2061.7 ± 22.7 2402.2 ± 24.1  2798.2 ± 31.7 2104.2 ± 22.7 2397.1 ± 24.1  2748.0 ± 31.7 

平均値±標準誤差

a,b異符号間に有意差あり（P < 0.05）

暑熱期間 暑熱期間

表４　暑熱期間における比内地鶏の体重比較

飼料摂取量（g） 第１クール（17-22週齢） 第２クール（14-22週齢）

対照区 4,566 6,547

避暑地区 4,741 6,749

VE-2倍区 4,647 6,625

VE-9倍区 4,451 6,746

飼料要求率 第１クール（17-22週齢） 第２クール（14-22週齢）

対照区 13.8 11.4

避暑地区 12.0 10.7

VE-2倍区 12.1 10.9

VE-9倍区 10.7 10.3

表５　暑熱期間における比内地鶏の飼料要求率の比較

と体重 もも肉 むね肉 ささみ 肝臓 心臓 筋胃 腹腔内脂肪

対照区 93.6 ± 0.47   20.4 ± 0.20    13.5 ± 0.30 b 3.4 ± 0.11   1.8 ± 0.11   0.5 ± 0.02 a  1.8 ± 0.08   4.1 ± 0.62  

避暑地区 93.8 ± 0.40  20.6 ± 0.46   14.1 ± 0.43  3.5 ± 0.16   2.2 ± 0.16   0.3 ± 0.02 b  1.5 ± 0.10   3.4 ± 0.33  

VE-2倍区 93.8 ± 0.40  20.6 ± 0.29   14.1 ± 0.57  3.6 ± 0.10   2.0 ± 0.20   0.4 ± 0.02   1.9 ± 0.11  3.6 ± 0.43 

VE-9倍区 94.4 ± 0.40 21.2 ± 0.62    15.3 ± 0.61 a 3.7 ± 0.27  1.8 ± 0.13 0.4 ± 0.03  1.7 ± 0.08   4.7 ± 0.79  

平均値±標準誤差

解体成績：対と体重割合

a,b異符号間に有意差あり（P < 0.05）

表６　暑熱期間（第2クール）における比内地鶏の解体成績（％）
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が示された．ビタミンEの利用については，適切

な給与量や生産現場での経済効果試算について更

に検討を行う必要がある．また，避暑地の利用に

伴う寄生虫病等へのリスク対策の検討も必要であ

る．これらの検討を通して生産者における収益性

の向上やブランド力の更なる向上に貢献していき

たい．
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比内地鶏の肉質およびおいしさの日齢変化に関する研究（第１報）

－比内地鶏の異なる日齢における発育成績－

福田栞・鹿野亜海・田澤謙・力丸宗弘

要　　約

　秋田県比内地鶏ブランド認証制度で定められている比内地鶏メスの出荷日齢は150日齢以上であるが，

生産現場では160日齢前後の出荷が一般的である．比内地鶏の出荷日齢は経験によるところが大きく，

科学的根拠に基づいた基準は明らかにされていない．そこで本研究では，比内地鶏のおいしさの要因を

解明し，適正な出荷日齢の見直しを計ることを目的として，初年度は120，140，150および170日齢の

異なる日齢における発育調査および解体調査を行った．体重は日齢の経過とともに大きくなり，120日

齢では2181.4 g，140日齢では2489.6 g，150日齢では2639.7 g，170日齢では2771.9 gとなった．正肉

重量（骨付モモ，ムネ，フリソデ，ササミ）も日齢の経過とともに増加した．正肉重量は170日齢のみ

が１ kgを超え，120日齢では900 g以下となった．可食内臓（肝臓，心臓，筋胃，腺胃）においては，

140日齢以降重量の増加は認められなかった．卵巣は120日齢では未発達であったが，140日齢以降卵巣

の発達が確認され，日齢の経過とともに卵巣重量が増加した．150日齢以降は卵を産むまで卵巣が発達

した個体が確認され，170日齢ではほぼ全ての個体で確認された．腹腔内脂肪量も日齢の経過とともに

増加し，150日齢と170日齢はその他の日齢より有意に重かった．歩留まりでは，正肉重量，手羽先，

手羽元および可食内蔵割合は日齢の経過とともに低下したのに対し，卵巣重量と腹腔内脂肪量の割合は

増加した．以上の結果から産肉性や卵巣の需要等から考えると，120日齢は出荷に適さないが，その他

の日齢については官能評価・理化学・組織学の観点から肉質を調査し，総合的に判断する必要がある．

緒　　言

　比内地鶏は秋田県を代表する特産物であり，令

和２年には481千羽が生産されている．秋田県で

は消費者へ安心と信頼を届けることを目的とし

て，平成20年に秋田県比内地鶏ブランド認証制

度を創設し，比内地鶏の生産者，比内地鶏肉等の

処理・加工に関わる事業者を認証することで比内

地鶏のブランド力の維持・向上に努めている．比

内地鶏ブランド認証制度において比内地鶏の飼育

方法は28日齢以降，平飼いまたは放し飼い，飼

育密度は１m2当たり５羽以下，飼育期間はオス

が100日齢以上，メスが150日齢以上と定められ

ている．

　オスは出荷重量・正肉単価・コスト等の面か

ら総合的に判断される出荷日齢である（力丸ら 

2016）が，メスは現場の経験から出荷されてお

り，出荷日齢間の肉質などを検討して定められて

いない．実際の生産現場でのメスの平均出荷日齢

は150日齢よりも160日齢前後が一般的であり，

これは「卵を産み始めてからおいしくなる」と言

う生産者の経験によるところが大きいと考えられ

るが，科学的な根拠には乏しい．また，平成26

年度から平成28年度に実施した比内地鶏の母系

原種鶏の組み合わせ試験の結果から，ロードアイ

ランドレッド種の組み合わせがこれまでの比内地

鶏の増体性能は同水準でありながら種鶏としての

産卵性能が向上する「（兵庫×岡畜）×岡畜」に

変更となり，種鶏の改良による性成熟の早期化が
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進んだ（佐藤ら 2016，2018）ことから，適正な

出荷基準の見直しについての要望も挙げられてい

る．さらに，生産現場における季節・産地・生産

者間の要因からなる品質のばらつきは長年の課題

であり，適正な出荷基準の策定は品質の安定性確

保や，飼料代の高騰によるコストの見直しを計る

上での基となり，比内地鶏のブランド力の維持・

向上のために必要である．

　そこで本研究では，比内地鶏の肉質およびおい

しさの日齢変化を踏まえた，真に適正な出荷基準

を明らかにすることを目的として，初年度は異な

る日齢の比内地鶏メスを飼育し，各日齢間の発育

調査および解体調査を行った．

材料と方法

　本研究は全てのプロセスに関し，秋田県畜産試

験場動物実験委員会の承認を受けた上で実施され

た．

１．試験区分

　飼育日齢が120日齢，140日齢，150日齢ならび

に170日齢の計４区を設定した．なお，試験は２

反復行った．

２．試験期間および供試鶏

　試験期間は令和３年３月24日～令和３年10月

７日とし，比内地鶏メスの初生ひなを幼雛期（０

～４週齢）は各試験区80羽，中雛期以降（４週

齢～）は選抜個体を各試験区60羽ずつ供試した．

解体調査時期を合わせるために，解体調査１回

目（以降①）は９月，解体調査２回目（以降②）

は10月になるように，令和３年３月24日，令和

３年４月11日，令和３年４月19日，令和3年５月

10日，令和３年５月18日、令和３年６月８日の

計６回餌付けした．餌付け日順から，170日齢区

①，150日齢区①，140日齢区①，120日齢区①，

140日齢区②，120日齢区②とした．140日齢区①

は解体調査後，残った個体を170日齢になるまで

飼育し，170日齢区②とした．また，120日齢区

①も同様に残った個体を150日齢になるまで飼育

し，150日齢区②とした（表１）．

３．飼養管理

　餌付けから４週齢まではバタリー式育雛器で飼

育し，４週齢以降はパイプハウス（１区画5.4 m

×2.7 m　飼育密度　4.12羽/m²）で放し飼いとし

た．全期間を通して不断給餌，自由飲水とした．

その他の管理は当場の慣行とした．

表１　調査区分と飼育期間

区分 飼育期間 備考

120日齢区① R4.5.10～R4.9.7

140日齢区① R4.4.19～R4.9.7

150日齢区① R4.4.11～R4.9.9

170日齢区① R4.3.24～R4.9.10

120日齢区② R4.6.8～R4.10.6

140日齢区② R4.5.18～R4.10.6

150日齢区② R4.5.10～R4.10.7 120日齢区①を30日延長飼育

170日齢区② R4.4.19～R4.10.7 140日齢区①を30日延長飼育
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４．調査項目

　（1）発育成績

　　 　０，４，10，14，17週齢時に全個体の体重

を測定した．17週齢以降は各日齢に達する

日に体重を測定した．

　（2）飼料摂取量および飼料要求率

　　 　４，10，14，17週齢および適齢時にそれ

ぞれの区の飼料摂取量を測定した．平均飼料

要求率は平均日増体重および平均飼料摂取量

から算出した．

　（3）解体調査

　　 　調査個体を各試験区からランダムに抽出

し，解体調査１回目と２回目で各日齢区20

羽ずつ供試した．と殺処理は当場の慣行法に

沿って行った．放血，脱羽および冷却までの

流れを10分とし，解体までの60分間を氷水

で冷却した．また，お湯の温度は62度とし，

１分間漬けた後に脱羽した．調査項目とし

て，生体重（前日１晩絶食）およびと体重，

骨付きモモ肉，ムネ肉，フリソデ，ササミ，

手羽元，手羽先，全骨（モモ骨除く），腹腔

内脂肪の重量を測定した．可食内臓（心臓，

肝臓，腺胃，筋胃）および卵巣（輸卵管を含む）

は各々，重量を測定した．また，生体重に対する

と体重の割合およびと体重に対する各部位の解体

割合を算出した．なお，結果は合算した．

５．統計処理

　一元配置の分散分析およびTukeyの多重比較検

定を行った．統計処理にはエクセル統計ソフト

ウェア（株式会社　社会情報サービス，東京）を

用いた．

結　　果

　各日齢における０，４，10，14，17週齢時の体

重を表２に示した．４週齢では140日齢と170日

齢に有意な差は確認されなかったが，他の日齢間

で有意な差が確認された．10週齢では140日齢と

170日齢および150日齢と170日齢間で有意な差と

なった．14週齢では120日齢と150日齢，140日齢

と150日齢，120日齢と170日齢および140日齢と

170日齢で有意な差となった．17週齢では有意な

差は確認されなかった．適齢時の体重は120日齢

では2181.4 g，140日齢では2489.6 g，150日齢で

は2639.7 g，170日齢では2771.9 gとなり，全て

の日齢間で有意な差が確認された．

表２　各日齢における比内地鶏雌の体重（ｇ）

項目 120日齢 140日齢 150日齢 170日齢

0w 0038.4±5.1 0038.8±2.3 0039.1±2.6 0039.6±2.5

4w 0366.5±43.7 c c439.3±37.8 a 0400.2±33.7 b 0434.9±37.9 a

10w 1237.3±187.2 ab 1304.8±115.6 a 1279.7±144.2 a 1200.3±177.2 b

14w 1895.8±221.2 b 1903.4±151.3 b 1795.9±150.3 a 1785.8±194.9 a

17w 2181.4±213.4 2161.0±135.4 2198.8±142.8 2147.3±209.8

適齢時 2181.4±213.4 d 2489.6±181.4 c 2639.7±175.6 b 2771.9±287.7 a

平均±標準偏差
異符号間に有意差あり（P <0.05)
120日齢は17wを適齢時とする
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　各日齢の飼料摂取量および飼料要求率を表３と

表４に示した．飼料摂取量は120日齢および140

日齢に差はなかったが，150日齢以降摂取量が増

加した．150日齢と170日齢の飼料摂取量に差は

なかった．飼料要求率は日齢の経過とともに増加

し，120日齢では6.8，140日齢では7.1，150日齢

では9.2，170日齢では10.4となった．

　各日齢における各部位の解体重量および解体割

合を表５と表６に示した．モモ，ムネ，フリソデ，

ササミ，手羽先および手羽元は日齢の経過ととも

に重量が増加した．モモ肉重量は120日齢で526.7 

g，140日齢で590.7 g，150日齢で640.0 g，170

日齢で671.3 gとなり，120日齢と170日齢では約

145 gの差が確認された．ムネ肉重量は120日齢で

241.0 g，140日齢で290.0 g，150日齢で305.1 g，

170日齢で319.9 gとなり，120日齢と170日齢で

は約78 gの差が確認された．ササミ重量は120日

齢で71.4 g，140日齢で80.9 g，150日齢で88.0 g，

170日齢で90.2 gとなり，120日齢と170日齢では

約19 gの差が確認された．その他，フリソデは約

10 g，手羽元は約15 g，手羽先は14 gの差が確認

された．

　可食内臓については，肝臓と筋胃に有意な差

が確認された．肝臓は日齢の経過とともに重量

が有意に増加した．一方，筋胃については150日

齢以降減少し，170日齢の重量は120日齢および

140日齢と比較して有意に小さくなった．心臓と

腺胃に有意な差は確認されなかった．卵巣は120

日齢の全ての個体で確認されず，140日齢から卵

巣が発達途中の個体が確認され，卵を産むまで卵

巣が発達した個体が確認されたのは150日齢以降

であった．170日齢ではほぼ全ての個体で発達し

ていた．腹腔内脂肪量は日齢の経過とともに増加

したが，120日齢と140日齢および150日齢と170

日齢で有意な差は確認されなかった．120日齢と

170日齢を比較すると，170日齢の腹腔内脂肪量

は120日齢より約２倍増加した．全骨（モモ骨除

く）重量は120日齢から150日齢にかけて増加し，

日齢間で有意差が確認されたが，150日齢と170

日齢では有意な差は確認されなかった．

　解体割合を比較すると，モモ肉重量割合は150

日齢以降低下し，170日齢は他の日齢より有意に

表３　各日齢における飼料摂取量（g/羽・日）

120日齢 140日齢 150日齢 170日齢

4-10w 67.4 76.8 71.7 71.8

10-14w 101.9 100.3 114.2 110.3

14w-適齢時 117.8 117.4 130.6 130.9

項目
飼料摂取量（ｇ/羽・日）

表４　各日齢における飼料要求率

120日齢 140日齢 150日齢 170日齢

4-10w 3.7 3.7 3.5 3.5

10-14w 4.9 5.4 5.3 4.7

14w-適齢時 6.8 7.1 9.2 10.4

項目
飼料要求率
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表６　各日齢における比内鶏雌の解体割合（％）

表５　各日齢における比内鶏雌の解体重量（g）

120日齢 140日齢 150日齢 170日齢

生体重 2112.4±127.2 d 2347.8±182.1 c 2543.3±169.4 b 2747.1±252.8 a

と体重 1957.6±120.0 d 2200.1±179.8 c 2403.9±162.7 b 2590.5±236.0 a

）きつ骨（ モモ 0526.7±39.1 d 0590.7±47.8 c 0640.0±44.4 b 0671.3±71.9 a

ムネ 0241.0±22.8 c 0290.0±57.6 b 0305.1±31.3 ab 0319.9±40.6 a

フリソデ 0030.3±4.2 c 0036.0±5.6 b 0038.7±5.8 ab 0040.8±7.5 a

ササミ 0071.4±7.6 c 0080.9±8.2 b 0088.0±10.5 a 0090.2±11.7 a

手羽元 0083.3±7.2 b 0093.7±8.9 a 0096.5±8.3 a 0098.7±10.3 a

手羽先 0097.8±5.6 c 0104.7±7.6 b 0110.1±8.8 a 0111.8±11.9 a

心臓 0006.9±0.8 0007.2±0.9 0009.7±11.0 0008.4±1.1

肝臓 0035.6±3.0 c 0035.6±3.0 b 0039.9±5.3 b 0043.3±6.2 a

筋胃 0042.1±5.5 ab 0043.7±8.3 a 0041.3±7.3 ab 0039.0±6.7 b

腺胃 0007.3±1.1 0007.1±1.1 0007.2±1.3 0007.4±1.0

卵巣（輸卵管含む） - 0001.4±4.6 b 0010.0±21.5 b 0052.3±45.7 a

腹腔内脂肪 0042.5±15.4 b 0056.4±25.1 b 0075.1±29.5 a 0089.9±36.7 a

)きぬ骨モモ( 骨全 0303.6±23.8 c 0327.4±25.1 b 0355.6±26.2 a 0363.4±34.4 a

平均±標準偏差

n=40
異符号間に有意差あり（P <0.05)

項目
重量（g）

00

120日齢 140日齢 150日齢 170日齢
生体重 100 100 100 100

と体重

）きつ骨（ モモ

ムネ

フリソデ

ササミ

手羽元

手羽先

心臓

肝臓

筋胃

腺胃

卵巣（輸卵管含む）

腹腔内脂肪

)きぬ骨モモ( 骨全

平均±標準偏差
n=40
異符号間に有意差あり（P <0.05)

項目
割合（％）

92.7±1.3 c

26.9±0.7 a

12.3±0.7 b

1.5±0.2

3.6±0.3 ab

4.3±0.3  a

5.0±0.2 a

0.4±0.0

1.8±0.1 a

2.2±0.3 a

0.4±0.1 a

-

2.2±0.8 c

15.5±1.1 a

93.7±1.5 b

26.9±0.9 a

13.2±2.4 a

1.6±0.2

3.7±0.3 a

4.3±0.4 a

4.8±0.2 b

0.3±0.0

1.8±0.3 a

2.0±0.4 a

0.3±0.1 b

0.1±0.2 b

2.5±1.0 bc

14.9±0.8 b

a94.5±1.1

26.6±1.0 a

12.7±0.8 ab

1.6±0.2

3.7±0.3 a

4.0±0.3 b

4.6±0.3 c

0.4±0.5

1.7±0.2 b

1.7±0.3 b

0.3±0.1 bc

0.4±0.9 b

3.1±1.1 ab

14.8±0.8 b

94.3±1.0 a

25.9±1.3 b

12.3±0.8 b

1.6±0.2

3.5±0.3 b

3.8±0.3 c

4.3±0.4 d

0.3±0.0

1.7±0.2 b

1.5±0.2 c

0.3±0.0 c

2.0±1.7 a

3.4±1.3 a

14.0±0.9 c
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低下した．ムネ肉重量割合は120日齢と170日齢

が140日齢より有意に低かった．ササミ重量割合

は170日齢が他の日齢より有意に低かった．手羽

元および手羽先は日齢の経過とともに重量割合が

有意に低下した．

　可食内臓では，心臓以外で有意差が確認され

た．肝臓は120日齢と140日齢に有意な差は確認

されなかったが，150日齢と170日齢は120日齢と

140日齢と比較して重量割合が有意に低下した．

筋胃は120日齢と140日齢に有意な差は確認され

なかったが，日齢の経過とともに重量割合が低下

し，170日齢は他の日齢より有意に低かった．腺

胃は120日齢が他の日齢より重量割合が有意に高

かった．卵巣重量割合は170日齢が140日齢およ

び150日齢より有意に高かった．全骨は日齢の経

過とともに重量割合が低下し，170日齢は他の日

齢より有意に低かった．

　各日齢における正肉重量および割合を表７と表

８に示した．正肉重量は日齢の経過とともに増加

した．150日齢と170日齢は120日齢と140日齢よ

り有意に正肉重量が重かった．正肉重量が１㎏

を超えたのは170日齢のみであった．一方，と体

に対する正肉重量割合は日齢の経過とともに低

下し，170日齢は他の日齢より有意に低かった．

可食内臓は140日齢以降重量の増加は認められな

かった．可食内臓の重量割合も日齢の経過ととも

に低下し，正肉重量と同様に170日齢は他の日齢

より有意に低かった．

考　　察

　本研究では，比内地鶏の肉質およびおいしさの

日齢変化を踏まえた，真に適正な出荷基準を明ら

かにすることを目的として，初年度に異なる日齢

の比内地鶏メスを飼育し，各日齢間の発育調査お

よび解体調査を行った．

　発育調査の結果，比内地鶏の体重は日齢の経過

とともに大きくなり，120日齢では2181.4 g，140

日齢では2489.6 g，150日齢では2639.7 g，170日

齢では2771.9 gとなった．佐藤ら（2018）は現行

と同じ交配様式（ロード）の比内地鶏について

120日齢 140日齢 150日齢 170日齢

正肉
（骨付モモ，ムネ，フリソデ，ササミ） 44.4±1.3 a 41.7±2.5 b 40.9±1.6 b

可食内蔵
（心臓，肝臓，筋胃，腺胃） 4.7±0.4 a 4.5±0.5 a 4.1±0.6 b

39.8±1.9 c

3.8±0.3 c

平均±標準偏差
n=40
異符号間に有意差あり（P <0.05)

項目
割合（％）

120日齢 140日齢 150日齢 170日齢

正肉
（骨付モモ，ムネ，フリソデ，ササミ） 1032.1±114.2 a

可食内蔵
（心臓，肝臓，筋胃，腺胃）

869.4±67.5 b

0091.9±7.6

916.7±90.7 b

0098.1±9.7

983.9±75.7 a

0098.1±15.3

平均±標準偏差
n=40
異符号間に有意差あり（P <0.05)

項目
重量（ｇ）

表７　各日齢における比内地鶏雌の正肉および可食内蔵重量（ｇ）

表８　各日齢における比内地鶏雌の正肉および可食内蔵割合（％）
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春生まれと冬生まれについて発育調査を行った結

果，飼料によって違いはあるが，春生まれの160

日齢体重は2.675 kgあるいは2.756 kgと報告して

いる．今回の発育成績は佐藤ら（2018）の報告と

比較する日齢が異なるため直接比較することはで

きないが，今回の成績から160日齢の体重を推測

すると約2.7 kgとなり，佐藤ら（2018）の報告と

同等の成績であった．飼料摂取量についても，佐

藤ら（2018）の報告と同等の摂取量であった．こ

れらの結果から，現在の比内地鶏は佐藤ら（2018）

が報告した比内地鶏と同等の能力を有しており，

150日齢で約2.6 kgに達することが確認された． 

　解体調査の結果，日齢の経過とともに正肉重量

が増えたのに対して，可食内臓では個々で比較す

ると，日齢間で有意な差が確認されたものもあっ

たが，心臓および腺胃は全ての日齢間で有意な差

は認められなかった．また，可食内臓全体で比較

すると，140日齢以降は重量の増加は確認されな

かった．岩本ら（1975）は鶏において最も成長

速度が早いのは内臓で，内臓および骨は早熟型器

官であり，その他は晩熟型器官であると報告して

いる．このことから，比内地鶏のメスは140日齢

頃には内臓の成長がほぼ完成していると考えられ

る．また，手羽元および手羽先において140日齢

から170日齢で差がみられなかったのも骨は早く

から成長が確立されているためであると考えられ

る．しかし，卵巣は120日齢で未発達，140日齢

では発達途中であり，これらの日齢で出荷すると

なると副産物が一つなくなることとなる．一般的

にキンカンと呼ばれる卵巣の需要は大きく，比内

地鶏のセットとして販売するには欠かせない部位

である．また産肉性からみると，上記で述べたよ

うにモモ肉やムネ肉といった骨格筋は晩熟型器官

であり，比内地鶏のメスは170日齢に至るまでに

骨格筋が成長し続けていることが本研究の結果か

ら明らかとなった．正肉重量が平均１kgを超えた

のは170日齢だけであり，120日齢は平均900 gを

下回る結果となった．食鳥処理および加工販売業

者からの聞き取りでは，「正肉で販売するために

は１kg前後の肉量を必要とする」との回答があっ

た．したがって平均900 gを大きく下回る120日齢

は需要に適していないと考えられる．これらのこ

とから，現在の出荷基準である150日齢よりも30

日早い120日齢は産肉量および卵巣の確保が難し

いため，出荷日齢に適していないと考えられる．

しかし，今回は120，140，150および170日齢の

発育成績および解体成績の調査のみの考察であ

り，各日齢間の肉質を官能評価および組織学・理

化学要因から検討をしていく必要がある．そのた

め，今回の調査を知見とし，調査日齢の再検討を

行っていく．
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